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Abstract
Akihito NISHIDA1, Yasutomo NOMA2
（ Department of Early Childhood Education and Care, Nishikyushu University Junior College 1,
Nishi-Nippon Preschool Physical Education Institute 2 ）
Instructional Strategies on Safety Consideration in Physical-motor Play 
among Early Childhood Education and Care
   The purpose of this study was to organize the structural features of “safety education and safety 
management through play” in an easy-to-understand format. Therefore, we used the KJ method 
to analyze free description data of “Physical-motor play in consideration of safety” answered by 
kindergarten teachers and nursery school teachers. The results generated 71 concepts and 27 
subcategories, which were then aggregated into 12 categories. The instructional strategy had five 
stages: (1) Improve the environment according to weather conditions and physical characteristics 
of facilities; (2) Predict accidents and injuries that are likely to occur during physical activity, and 
formulate action guidelines to prevent accidents before they occur; (3) Perform risk management 
considering the actual condition of preschooler's growth and development, and selecting the 
content and method of physical-motor play; (4) Provide opportunities for safety guidance and 
safety learning with practice of physical-motor play; and (5) Regularly perform activities designed 
to develop safety awareness and danger avoidance skills for preschool children, based on stages 1 
through 4.
Key words ： Safety Education （安全教育）
 Safety Management （安全管理）
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（2018）年 11 月上旬から 12 月上旬までであった。
　回収された質問紙の中から回答不備、用紙汚損、３歳
以上児の保育の未経験者を除いた 150 名（経験年数 12.6
± 10.9 年）を分析対象のデータとして取り扱った。得
られたデータは、幼児体育の専門指導員６名（経験年数
















































































 表 1 身体活動を伴う遊びを安全に展開するための援助・指導方略 
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12-20）．
３）文部科学省（2017）幼稚園教育要領．東山書房．
４）厚生労働省（2017）保育所保育指針．フレーベル館．
５）内閣府・文部科学省・厚生労働省（2017）幼保連携
型認定こども園教育・保育要領．フレーベル館．
６）田中哲郎（2008）保育園における事故防止と安全管
空間が有する「高所」の性質は、確かに危険性も含むが、
身体を動かそうとする意欲の喚起、運動能力の形成や運
動技能の獲得を助長しうる。したがって 幼児教育・保
育においては、危険要因をすべて除去するのではなく、
活動や子どもの状況を見極めた上で、「リスク」は安全教
育、「ハザード」は安全管理の範疇として対処する必要が
ある。 
本研究では、身体活動を伴う遊びを安全に展開するた
めの援助・指導のあり方の視覚化を目的として、幼児教
育・保育現場で具体的に取り組まれている事例を検証し
た。これからの幼児教育・保育において必要性が高まる
であろう「遊びを通した安全教育・安全管理」に関する
スキルの形成とその評価に資す 指標の作成を試みた
（表 2）。安全教育と安全管理に関する援助・指導スキル
を 5 つの水準に分けて考えた。幼児教育・保育において、
身体活動を伴うような運動遊びや外遊び等の安全性を保
障するためには、①施設の物理的状況や気象状態に応じ
た環境整備、②身体活 時に起こりやすい事故や怪我の
予測に基づいた事故防止 ための確認項目と行動指針の
策定の 2 点が必須条件となる。次段階として、③乳幼児
の心身の発育発達段階に基づいてリスクを見極め、管理
した上で活動内容・方法を選択 、④乳幼児が具体的な
活動を伴う安全学習に取り組めるように援助・指導する
必要がある。これらを踏まえ、⑤幼児の安全意識や危険
回避力を育成するための活動計画を作成し、日常的 身
体を動かすことのできる環境下において計画した活動を
実行する必要があると考えられる。 
本研究において検証した安全面 配慮した援助・指導
方略とその構造、スキル水準の実用性を明らかにするた
めには、実際の事故やインシデントの事例、幼児教育・
保育現場における身体活動を伴う遊びの実践事例との照
査が必要である。「遊びを通した安全教育・安全管理」は、
保育形態（子ども主体‐保育者主導）、活動の実施回数（未
経験‐経験済み）や熟達度（未熟‐熟達）によって、安
全教育と安全管理の比重が変動すると考えられる。また、
保育経験年数や職位などの影響を受けている可能性があ
る。今後は、保育状況や保育者自身の属性との関連度を
考慮した分析・検証が必要である。 
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